
 

 

             

 

        

 

 

 

 

 

 

 ２０２３年１１月１５日(水)は２５年前、鳥羽小学校で１００周年記念事業を行った

際に、学校敷地内に埋められたタイムカプセルを開けると約束された日です。 

 当初の約束とおり、昨日、久しぶりに晴天に恵まれた中で、当時（平成１０年度）の

教職員をお招きして、同窓会主催のタイムカプセル掘り出し作業が実施されました。 

 重機は区長会長でもある佐野組、佐野和彦氏にお世話になり、午前１０時より、全校

児童９０数名が見守る中、作業が始まりました。 

 まず、高橋繁応同窓会長、髙橋彰男校長の挨拶の後、１００周年当時の髙橋利男校長

が子どもたちの前で「鳥羽小学校讃歌」を披露しました。 

 その後、いよいよ重機が動き出し、作業開始。あらかじめコンクリート製の蓋の場所

を確認してあったため、すぐに重機で蓋を持ち上げると、カプセルが２５年ぶりに姿を

現しました。カプセルが見えると子どもたちも大興奮 

そして、出てきたカプセルをサンダーで切り、いよいよ開封の時が・・ 
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鳥羽小学校だより 校長室から 

タイムカプセルの掘り出しを行いました  



 開封と同時に子どもたちから歓声があがりました。 

 中から出てきたのは、当時の小学生が書いた習字、図画作品、２５年後の自分に宛て

た手紙、学校の教育計画、当時の教科書、給食だより、いろんな行事の時の写真、地域

の方々の手紙。一つずつ、同窓会の皆さんが子どもたちに披露していきました。 

 

 地域の皆さんが書かれた手紙はその場で大鳥羽郵便局長様へ同窓会長から手渡され

ました。今週末には届くのではとのことです。また、中に入っていた当時の教科書や鳥

羽リンピックの写真等は今月末まで児童玄関前に展示しておきます。学校公開日など、

ご都合のよい時に、保護者の皆様もご覧ください。 

 なお、当時の児童の作品等は今週末までに各集落の同窓会理事の皆さんを通じて配付

させていただく予定です。また、今回の掘り出し作業の様子は今週金曜日からチャンネ

ルОにて放送予定ですので、ぜひご覧ください。 


